
・授乳中も社会との繋がりを保ってもらうことで、
　復職をイメージしやすくし、復職率UP
・子育て世代からの支持拡大
・子育てに優しい企業としてイメージUP

企業のメリット　市町村のメリット
・授乳室をつくるより簡単
・外出を促すことで産後うつの予防に
・子育て世代からの支持拡大、少子化対策
・子育てしやすい市町村としてイメージUP
・外出・交流が増え地域活性化

日本産科婦人科学会が
発表。2005年～2015
年で産後1年までに突然
死した成人女性89人の
内、63人が自殺。
全体の6割がうつ病と
いう結果に。
（2016年4月26日配信
朝日新聞デジタルより）

出産を控えるママは不安を抱えています
産後のイメージがわかない、授乳中も外出できるか、周りのサポートはあるか、仕事はできるかなどなど…

《取り入れ実績》
茨城県境町（2015年 9月～）
東海村（2016年4月～）
大洗町（2016年7月～）
行方市（2017年4月～）
筑波銀行（2015年10月～）
株式会社タスク（2017年 4月～）
株式会社エムズコーポレーション
（2017年10月～）

商品例
授乳用ブラと
授乳服のセット
10,000円～
＊ご予算に応じて
セットのご提案を
いたします。

積極的に
外出したい
27.0%

モーハウスの授乳服の
使用者は出生率が高い
というデータも…
モーハウスの授乳服を使用するユーザーに
アンケートを行った結果、全国平均よりも
高い出生率1.76に。1.76は第二次ベビー
ブーム直後1980～1985年の水準。
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財団法人子ども未来財団
「子育て中の母親の外出時等に関する
アンケート調査結果」（2004年）より
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経産婦初産婦なるべく外出したくない
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不安なくいける
場所であれば
外出したい
69.8%

母乳不足の
心配1位

そんなママたちをサポートするために
モーハウスの授乳服 /ブラをプレゼント

ママへのメッセージ
・いつでもどこでも授乳できる、気軽に外出できる
・市町村･企業も育児を応援している
・子育ては楽しい、前向きに取り組める

授乳中

どこから見ても肌が見えません

市町村/企業から、妊娠・出産された方へ
授乳服をプレゼントする取組みをしています

モーハウスと一緒に子育て世代支援に取り組みませんか？
授乳中も、子育て中も、女性がいつでも、いつまでも自由に輝いていてほしい。
モーハウスでは、そんな想いをこめて、産前産後に使える授乳用ブラ、
授乳中も肌の見えない授乳服の企画･販売を行っています。

外出の
不安7割

産後うつ
6割

出典：産後1ヶ月の母子の心
配事と子育て支援のニーズ　
　　　島田美恵子 他 2006



平常時だけでなく、
災害時にも授乳服があると安心です

災害発生時、子育てママは不安でいっぱい
避難所で母乳育児は続けられるか、

赤ちゃんが泣いて周囲の人々に迷惑をかけないか、などなど・・・

そんなママたちを支える災害対策として
モーハウスの授乳服を備蓄しておくと・・・

災害時に向けた授乳服の備蓄

お問合せ先　有限会社モーハウス　TEL 029-851-7373　E-Mail medical@mo-house.net　WEB http://mo-house.net/

《取入れ実績》茨城県つくば市

着の身
着のまま避難
してきた母親も
母乳育児を
継続できる

避難所に
授乳室がなくても
どこでも
授乳ができる

授乳中でも
肌が見えないため、
避難所での
男性との
トラブル回避

商品に
汎用性があり
授乳をしていない
幅広い年齢層の
女性も着用可能

いつでもすぐに
授乳ができるから
避難所での

乳幼児の泣きが減り
住民同士の
トラブル防止

多くの医療関係者の視点を取り入れ、よりたくさんの方に授乳服を手にとって頂けるよう、ご紹介の場を広げてい

ます。お取り扱いのある病産院、百貨店は HP をご覧ください。

2011年東日本大震災、2015年関東・東北豪雨、2016年熊本大分地震後、避難所で授乳室がなく授乳が困難なお母

さんや赤ちゃんに向け、授乳服・授乳用ブラを支援物資として発送。また災害に備え、日ごろから母乳育児を

行うことで防災活動になるということを発信し続けています。

モーハウスの活動

029 - 856 7755

otoiawase@mo-house.net


